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　「知能ロボットの技術：人工知能からのアプローチ（前編）」の編集を天野真家，小暮潔が担
当し，7 篇の記事が集まる．人工知能研究の盛衰は 10 年周期とか冬の時代とか言われて久しい
が，その背景を金出武雄の「人工知能研究からの歴史的視点」が解明す． また ASIMO の裏に潜
むロボットの視覚や聴覚についての奥深い技術などが読み取れる．
　その金出の書く昨年 7 月のアメリカ IT まわりの話題を見ると， 9.11 後のアメリカではなにか
やるべしの気概で結束していたようだ．関根聡寄稿の「不意打ち言語試験 !?」も左様な流れだ． 
面白い企画だが， 対象言語の難易度で成否はかなり違うであろう． 戦後に見た映画「絶壁の彼
方に」では仮想独裁国家が舞台ゆえ， 特別に新言語を作ったそうだが， それで試験してみたい．
　アメリカ IT の話題といえば松尾和洋が「インターネットガバナンスの将来」として報じた
VeriSign の Site Finder 問題は深刻だ． 跳ね返ってくるはずのエラーメイルが突然ブラックボッ
クスに吸い込まれる状態に切り替わったのだから， 跳ね返り機能を利用するサービスが破綻す
るのは当然で， インターネット界に混乱を引き起こしたわけだ． いろんなことが起きるなぁ．
　小菅昌克ほかの「アドホックネットワークが開く新しい世界（後編）」は先月の続き． アドホ
ックネットワークに固有の経路制御や TCP の方式にはいまだに改良の余地多きことが判明．
　プログラム・プロムナードは田中哲朗に番がまわり，「論理回路のシミュレーション」を書く． 
これはアスキーアートで書いた多入力 1 出力の論理回路の図を入力し， 入力端子の真理値に対
応した回路出力を計算するものである． アスキーアートだから一般の図形処理よりは簡単だが， 
回路図上に信号を伝搬させるプログラム手法はきわめてユニークだ．
　図形に比べ 1 次元である音楽はやさしく見えるため， その出始めのころから計算機による音
楽の研究は各方面で進められてきた． その 1 つの山が（蓮根 : めざせ世界一のピアニストの執
筆者の 1 人）平田圭二の紹介する書であろう． 一方文字列だけの無味乾燥インタフェースから
Walt Disney 映画調の画面へ移行した最初が Dynabook（井手一郎）であった．ずいぶん昔にな
るが，Xerox の Parc を訪れた時， 守衛所でもウィンドウ風画面のディスプレイが光っており， 
さすがぁと思ったものだ（名著名論）．
　とっきょ Now! の「外国での権利取得について」（赤穂隆雄）では， 外国へ特許を出願する方
法と， その 1 つの PCT の最近の変更が説明してある． 一応は読めるが結構ややこしい． 必要に
なったらあの辺にそういう記事があったと思い出そう．
　教育のシリーズは武井惠雄による「問題解決力」で， この予測不能， 流動時代を生き抜くに
は， 日々あらたな環境に立ち向かう心構えが必要と読む．「いざや寝ん元日はまたあすのこと」

（蕪村）はあらたな俳諧へ向かう心構えといった人がいる（大方は寝正月と思っている）．
　メイルの扱いにもいろいろな要求が出てきており， 次世代プロトコル IMAP が提案されてい
る． 今月のモバイルは今では「IMAP によるメール受信」（楯岡孝道）を紹介する．
　ひろのかずおは日本の IT 事情で自己の経験から知的プラットホームの構想を述べる（「知的
プラットホーム寸描」） ．なにしろ人の知に関する活動を相手にせんという気宇壮大な話なので， 
すぐにはイメージが浮かばぬ． 基本技術はかなり揃っているようにも見えるが， セマンティック
Web はそんなに強力かつ柔軟か． ところで江戸っ子検定はないのかな？
　歴史は神田泰典の「日本語情報処理の開発物語（JEF と OASYS）」．実はちょうど 1 年前に

「漢字・日本語処理技術の発展」を掲載したが， 記述が 1 企業の仕事に片寄っているという反省
から， この話題につき補足記事を載せることになった． 余談だが親指シフトキーボードは最近あ
まり見掛けぬ．（1023）
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